
新ガリレオセミナーで
科学的思考力を育むプロセス

第1回セミナー

第2回セミナー

第3回セミナー

AO入試

個
性
重
視
の

A
O
入
試
に
課
題
あ
り

2
0
1
6
年
度
入
試
か
ら
、新
た
な
A
O
入
試
と
し
て「
新
ガ
リ
レ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」を

導
入
。な
ぜ
、こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
手
間
も
時
間
も
か
か
る
入
試
方
法
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
た
の
か
、そ
の
決
断
の
理
由
と
今
後
の
課
題
に
迫
る
。

How to…

H
o

w
 to

…

4
特集●今の入試方式は最適解か？

Ａ
Ｏ
入
試
改
革
入
学
後
に
伸
び
る
生
徒
を

多
面
的
評
価
で
獲
得

活
用
す
る
点
で
す
。
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス

に
本
学
で
は
、
理
系
大
学
な
ら
で
は
の

「
科
学
的
思
考
力
」
の
考
え
方
を
組
み

込
み
ま
し
た
。

　
本
学
に
入
学
し
た
学
生
の
4
年
間
に

お
け
る
G
P
A
推
移
を
入
試
方
式
別
に

見
る
と
、
4
つ
に
分
か
れ
た
ほ
ぼ
並
行

な
線
と
な
り
ま
す
（
下
図
）。
い
ち
ば

ん
高
く
推
移
す
る
の
が
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
入
試
で
、
一
般
入
試
、
公
募
推
薦

入
試
、
A
O
入
試
と
続
き
ま
す
。
低
い

成
績
群
の
推
移
が
、
進
級
と
と
も
に
高

く
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
現
実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
の
A
O
入
試
は
、「
個
性
」

を
測
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
課
題
学
習

型
入
試
で
し
た
。
生
徒
は
、「
A
O
セ

ミ
ナ
ー
」
で
事
前
課
題
に
取
り
組
み
作

品
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
作
成
し
、
そ
れ

を
入
試
で
発
表
し
ま
す
。
３
回
の
セ
ミ

ナ
ー
で
、
生
徒
は
大
学
教
員
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
参
考
に
し
な
が
ら
作
品
・
レ

ポ
ー
ト
な
ど
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
そ
の

内
容
を
評
価
し
て
出
願
許
可
を
与
え
、

出
願
↓
試
験
↓
合
格
発
表
と
い
う
流
れ

で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
育

て
る
観
点
を
加
え
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
A
O
入
試

で
入
学
し
た
学
生
は
G
P
A
が
あ
ま
り

伸
び
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
本
学
で
は
入
試
方
式
に
関
係
な
く
、

全
学
生
を
大
学
生
活
の
中
で
成
長
さ
せ

て
社
会
に
送
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー

長
に
着
任
し
て
か
ら
、
私
は
A
O
入
試

の
改
革
に
着
手
し
ま
し
た
。
既
存
の

A
O
入
試
と
は
別
に
、
２
０
１
６
年
度

入
試
か
ら
「
実
学
」
重
視
の
タ
イ
プ
の

セ
ミ
ナ
ー
を
導
入
し
た
の
で
す
。
そ
れ

が
「
新
ガ
リ
レ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。

　
新
し
い
セ
ミ
ナ
ー
で
は
生
徒
の
「
考

え
る
力
」「
伝
え
る
力
」
を
育
て
つ
つ
、

入
学
後
伸
び
そ
う
か
ど
う
か
を
多
面
的

に
評
価
し
ま
す
。
そ
の
た
め
３
回
（
３

日
）
に
わ
た
り
、
大
学
の
学
び
を
実
践

す
る
「
講
義・レ
ポ
ー
ト
」「
集
団
討
論
」

「
実
験
・
実
習
」
や
「
個
別
面
談
」
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
A
O
入
試
に
欠
け
て
い

た
の
は
、
学
力
の
３
要
素
に
つ
な
が
る

「
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
的
な
能
力
」

の
見
極
め
で
し
た
。
本
学
は
こ
の
能
力

を
基
盤
と
し
、
プ
ラ
ス
し
て
専
門
性
を

身
に
付
け
る
「
＋
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
」
教
育
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

力
こ
そ
が
個
性
や
学
力
を
伸
ば
す
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
す
で
に
近
い

視
点
の
手
法
を
導
入
し
て
い
た
＊
追
手

門
学
院
大
学
に
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
入
試

に
つ
い
て
話
を
伺
い
に
行
き
ま
し
た
。

特
に
参
考
に
し
た
の
は
、
時
間
を
か
け

て
面
談
で
意
識
・
意
欲
を
測
る
点
、
生

徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ノ
ー
ト
」
を

　「
科
学
的
思
考
力
」
の
基
本
プ
ロ
セ

ス
は
、「
問
題
発
見
↓
仮
説
↓
検
証
↓

振
り
返
り
」
で
す
。
こ
の
過
程
を
繰
り

返
し
、
正
解
の
な
い
問
題
に
挑
ん
で
い

く
こ
と
が
、
自
ら
考
え
、
伝
え
、
成
長

し
て
い
く
力
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
備
わ
っ
て
い
れ
ば
、
大
学
に
入
っ

て
か
ら
も
伸
び
る
と
考
え
ま
し
た
。

　「
新
ガ
リ
レ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、

科
学
的
思
考
力
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
（
左
図
）。

セ
ミ
ナ
ー
で
は「
新
ガ
リ
レ
オ
ノ
ー
ト
」

を
活
用
し
ま
す
。
ノ
ー
ト
に
は
各
セ
ミ

ナ
ー
で
必
要
な
観
点
が
示
さ
れ
、
学
部

ご
と
に
異
な
る
具
体
的
テ
ー
マ
の
学
び

が
記
録
で
き
、
大
学
で
の
実
学
の
模
擬

体
験
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ノ
ー
ト
へ
の
書
き
込
み
を

通
し
て
大
学
と
い
わ
ば
、
交
換
日
記
の

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

ま
す
。
基
礎
的
な
能
力
は
多
面
的
評
価

項
目
に
落
と
し
込
ま
れ
て

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
５
段
階

基
準
で
示
さ
れ
て
お
り
、

生
徒
の
自
己
評
価
と
大
学

か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
ノ
ー
ト
に
記
録
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
各
能

力
の
達
成
度
合
い
が
確

認
で
き
、
か
つ
低
達
成

の
項
目
、
大
学
評
価
と

の
ず
れ
、
面
談
結
果
の

記
録
を
通
し
て
、
生
徒

自
身
の
成
長
を
促
す
こ

と
が
可
能
で
す
。

　
２
０
１
６
年
度
の
A
O
入
試
（
募
集

人
員
89
名
）
に
お
け
る
、「
新
ガ
リ
レ

オ
セ
ミ
ナ
ー
」の
規
模
は
、エ
ン
ト
リ
ー

者
2
2
3
名
の
う
ち
34
名
（
15
％
）、

合
格
者
55
名
の
う
ち
14
名
（
25
％
）

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、

「
入
試
の
合
否
に
関
係
な
く
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
に
満
足
し
た
。
自
己
発
見
が
で
き

た
」
と
す
る
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
は
高
２
生
の
参
加
は
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
後
は
セ
ミ
ナ
ー

部
分
へ
の
高
１
・
２
生
の
参
加
を
増
や

し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
ノ
ー
ト

に
よ
る
評
価
の
共
有
が
、
生
徒
の
弱
点

認
識
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
高
校
教
員

に
も
伝
わ
っ
て
、
高
校
で
の
弱
点
克
服

を
促
す
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
結
び
つ
く
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
は
A
O
セ
ミ
ナ
ー
を
移
行
し
、

A
O
入
試
の
す
べ
て
を
「
新
ガ
リ
レ
オ

セ
ミ
ナ
ー
」
に
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

評
価
項
目
の
見
直
し
を
重
ね
て
精
度
を

高
く
す
る
こ
と
で
す
。
今
回
は
全
学
部

で
同
一
の
も
の
を
使
い
ま
し
た
が
、
学

部
ご
と
に
重
視
す
る
観
点
や
配
点
の
変

更
も
検
討
中
で
す
。

　
選
ぶ
側
の
ス
キ
ル
と
人
員
の
確
保
も

課
題
で
す
。今
回
、34
名
の
エ
ン
ト
リ
ー

に
対
し
て
関
わ
っ
た
教
員
は
10
名
で
し

た
。
今
後
、
A
O
入
試
を
「
新
ガ
リ
レ

オ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
一
本
化
す
る
と
、
エ

ン
ト
リ
ー
者
数
は
2
0
0
〜
3
0
0
名

に
な
り
ま
す
。
時
間
が
か
か
り
人
手
が

い
る
こ
の
入
試
を
実
行
す
る
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
が
必
要
で
す
。
職
員
か

ら
の
参
加
も
増
や
し
、
研
修
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
入
試
改
革
へ
の
挑
戦
は
、

本
学
の
独
自
性
を
示
す
点
で
意
味
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
追
手
門
学
院
大
学
と

包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
大
学
に

も
知
見
を
提
供
し
、
多
面
的
評
価
の
入

試
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
科
学
大
学

他
大
学
と
連
携
し

多
面
的
評
価
入
試
の
拡
大
へ

新
ガ
リ
レ
オ
ノ
ー
ト
活
用
で

伸
び
る
生
徒
を
多
面
的
評
価

北海道科学大学 ▼ 1967年創設 ▼ 3学部12学科 ▼ 学生数約3,300人

▼ 2014年に学部改組し、北海道工業大学から現名称に変更。

2016 6-723 2016 6-7 22

い
し
だ
し
ん
じ
●
1
9
9
6
年
北
海
道
工
業
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
後
、

民
間
企
業
を
経
て
2
0
0
2
年
よ
り
北
海
道
工
業
大
学
講
師
。2
0
0
6
年
中

央
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
工
学
）。2
0
0
6
年
北
海

道
工
業
大
学
助
教
授
を
経
て
2
0
1
4
年
か
ら
工
学
部
教
授
。2
0
0
9
年
か
ら

入
試
広
報
を
担
当
。2
0
1
5
年
４
月
よ
り
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
。

石
田
眞
二

入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
長 

工
学
部
教
授

取材・文／須鎌由子　撮影／定久圭吾（アンドボーダー）

問題発見

仮説

検証

振り返り

学部別講義で現状や課題を
把握し、問題を発見する

集団討論を通じて
問題解決策や新提案（仮説）を考える

実験・実習を通して、
解決策や仮説を検証する

これまでを振り返り、学んだことなど
をレポートにして発表する

入試方式別 GPA推移の現実と理想 

G
P
A

１年      ２年       ３年      ４年 １年      ２年       ３年      ４年

センター試験利用入試

GPAの低い群が４年間かけて
徐々に上位群に近づく

一般入試
公募推薦入試

ＡＯ入試

＊P.20～21 追手門学院大学の記事参照

G
P
A

現実 理想


